
日

健康な身体を作り
高い教養を身lこつける。
あらゆる機会をとらえ学習に励む。

趣味を高め、うるおいのある生活をする。
スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを
つくる。(大洲市民意章)
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第 226号

市の人口(12月1日)

人口 38，474人
男 18，269人女

世帯数 10，463世帯
面積 240，93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

20，205人

(1) 

用
円
が
三
十
九
宮
の
り
、
オ
刀
エ
シ
一
込
み
が
そ
の
ほ
γ
訟

は

、

青

年

団

一

当

日

は

百

五

十

人

の

参

加

者

が

あ

り

一

詳

し

い

こ

と

は

市

教

委

事

務

局

学

校

テ
i
y
ン
グ
コ
l
ス
も
、
県
の
公
認
コ
一
員
、
青
年
学
級
生
、
企
業
体
、
高
校
一
開
会
式
の
あ
と
、
初
必
者
の
た
め
の
説
一
教
育
課
奨
学
生
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

l
ス
(
八
ポ
イ
ン
ト
)
が
設
置
さ
れ
て
一
生
、
婦
人
会
等
多
般
に
わ
た
ウ
て
お
り
一
閉
会
、
引
続
い
て
四
ク
ラ
ス
に
わ
け
一
い
。

お

り

ま

す

。

一

ま

す

。

一

た

、

少

年

、

青

年

、

壮

年

、

女

子

の

一

!

l

J

1

l

!

I

l

i

-

-

-

宿

泊

施

設

も

四

百

人

が

一

度

に

研

修

一

ま

た

、

野

外

活

動

と

し

て

、

十

一

一

月

一

コ

ー

ス

が

決

ま

り

、

宗

イ

シ

ト

を

一

老

合

福

祉

年

金

で
き
る
よ
う
に
設
備
し
て
あ
り
ま
す
。
一
一
日
県
民
オ
主
主

1
3グ
大
会
一
自
然
の
中
童
図
と
磁
石
を
た
よ
り

IJYグ
県
民
大
会
が
土
一
月
百
、
一
ま
わ
っ
て
再
び
ス
タ
ー
ト
地
点
ヘ
帰
っ
一
の
一
月
期
支
給

研
修
生
の
受
入
れ
は
、
十
一
月
二
十
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
に
正
確
な
判
断
力
、
戸
休
力
づ
く
り
字
図
一
国
立
大
洲
青
年
の
家
を
中
心
に
行
わ
れ
一
て
く
る
と
い
う
形
式
で
、
十
二
時
五
十
一

六否日か
2ら始
喧
雪
すR占ま雪買且号受りq、
研
修
富
第
百
日

iιl一王昭器和豆
2十左年度
z
毒
事
霊
雪
業
更
(
予
主
王
定5
三)ニ一

τる、
楽
苦Cしkいス
柔
手
ポ
干
!
:
リ
エ
予22y
ど三一テア一ま

E1
し主たた完O

一

7τ
分
言
青
年
の
言
警
一
言
分
会
?
ごEと自の省間隔写で、一一害ト

好実天に量恵

i
ま主

2
れ主菊霊雪禁雪る手:::十士古il
一百亘E月旦旦二一十士
:;;i
当
占i日Eは
;
、4z
弔
需
古ii
利
裂

2i
環
霊
喜
境
津
斤
長
官
ほ
か
約
一
盛
大
な
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
o

大

洲

青

年

学

級

生

四

士

一

名

、

番

号

の

と

お

り

で

す

。

議

欝

髄

日

間

欝

鞠

骨

盤

瞬

間

E
Rんで
裂
の
林
の
中
ヘ
ス
タ
一

回
二
一
一
原
文
部
言
明
来
所
し
て
十
四
百
名
の
来
賓
の
ご
出
席
高
文
部
一
国
立
大
洲
青
年
の
家
の
施
設
註
年
学
級
生
一
王
ハ
名
の
一
泊
一
百
の
宿
一
O
集
団
宿
泊
指
導
担
当
者
研
修
擁
轡
議
品
繍
鱗
麟
麟
繍
繍
繍
盤
機
関
川
w
i
l
t
ま
し
た
o

一
該
当
さ
れ
る
方
は
指
定
郵
便
局
で

持

1害

1
日
話
器
在
主
)
三
首

4子
昔

前

月

J
F機購鶏
校

由

一

い

詩

日

間

十

時

一

征

江

戸

明

言

の

う

え

お

重

り

議
問
題
関
覇
覇
十
襲
撃
護
審
議
一
四
百
人
収
容
で
き
る
宿
泊
内
(
一
)
と
一
町
、
内
子
町
お
よ
ぴ
長
浜
町
の
青
年
団
一
前
期
6
月
日
日
1
6
月

日

一

鱗

機

購

持

説

繍

締

鱗

鱗

九

州

r
J二
一
写
一
パ
ト
ロ
ー
ル
班
か
ら
「
一
名
も
遣
し
て
だ
し
、
一
月
五
日
ま
で
に
万
一
受

盤

鱗

麟

鞠

鱒

磯

崎

耳

目

昨

日

計

百

一

日

u
h
-
-夜一
o開
片

山

日

リ

ド

ー

一

鶴

鱗

畿

勢

畿

一

一

誠

一

i
h
m
一

ば

川

町

民

主

uun一
碧

駐

日

時

刊

誌

鱗

騒

騒

麟

機

構

機

構

齢

勝

一

っ

て

お

り

ま

す

o

一
こ
の
交
歓
の
つ
ど
い
は
、
午
後
七
時
一
研
修
羅
離
鱗
韓
襲
撃
較
終
盤
川
一
ち
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
体
一
市
役
所
員
へ
証
書
と
印
鑑
を
も
っ

鱗
麟
鱒
麟
麟
鱗
議
離
鱗
鱗
鱗
離
機
一
ま
た
、
野
外
活
動
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
一
一
一
五
か
ら
八
堅
一
一
十
分
の
問
、
親
陸
一
前
期
ロ
月
4
日
t
ロ
月
6
日
一
瞬
鱗
鱒
離
麟
響
機
騒
鱗
鱗
鱗
鍵
機
網
棚
イ
一
力
づ
く
り
の
一
回
を
す
ご
し
ま
し
た
。
一
て
届
出
て
く
だ
さ
い
。

麟
麟
麟
鱗
翻
鱗
麟
麟
鱗
麟
鱗
離
轍
麟
繍
鱒
繍
鱗
織
問
国

-
d
i
p
γ
ι
M
J
i
-
-
;一安J
J
d
h
U
j
i
j
i
j
i
;
i
j
j
J

と
交
流
を
促
一
後
期

1
月
凶
日
1
1
月
四
日
一
繍
機
関
翻
轍
麟
欄
灘
鱗
競
艇
機
噛
鰯
機
麟
麟
欄
紙
ム
冷
川
九
一
、
ポ
一
一

離

麟

麟

鱗

麟

麟

麟

機

購

麟

轍

織

機

騒

長

峨

伊

川

一

人

一

向

ゃ

ん

川

J

一おパ一…
u

一
一
一
一
一
進
す
る
た
め
一
O
青
年
文
化
・
芸
能
D
lダ
I

研

修

時

麟

麟

繍

鱗

鱗

鱗

機

一

、

機

鱗

機

1
7
一

ベ

×

一

歳

末

た

す

け

あ

鱒

麟

麟

麟

磯

縄

問

J
一
一
一
-
一
二
一
一
苧
一
一
一
一
目
立
の
青
年

hmH引
い
じ
引
日
ト
F
E計引
引

一

い

運

動

実

施

一

噌

暗

譲

譲

轍

購

鱒

鶴

購

轍

麟

種

瀦

韓

れ

齢

艶

酌

大

蜘

静

智

:;JJlι久九九ι
九凡、工九叩叩汗よ下下ブよ
γJ

ぶ
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…
醐
ず
謬
一
一
、
、
麟
麟
盤
麟
麟
購
鞠
麟
酔
監
臨
畿
議
過
噛
上
鞠
桝

J
川川三ぺw
沌

η弓三吋吋ぺ勺メ吋ご九三バ吋ぐ吋ぐ
γ
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一
の
の
の
参
君
加

E1
の2主もL一
♀
主
再
厚
年
富
閏
体
交
飲
研
修
一
需
話
番
重
毘
等
設
の
と
お
り
で
す
o

一

回

、

診

童

一

E。
一
が
中
必
と
な
っ
て
、
歳
未
た
す
け
あ
い

一

言

騒

騒

麟

鱗

鱗

h
f村
鶴

一

十

レ

ト

ー

ハ

一

一

一

年

と

に

実

施

す

一

塁

2
月
初
日

122日一

L
U
Z
E
H
E
I
-
-は一
め
詰
宮
島
で
あ
る
と
認
一
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ず
車
上
鱒
欄
麟
輔
麟
麟
轍
糊
醐
轍
忍
舗
令
ふ

h
J
Q

醐
麟
麟
鶴
市
ヤ
♂
い
鵜
川
/
誠
二
一
一
;
青
る
も
の
で
す
一
作
な
旬
、

2
ノ

リ

寸

二

ミ

士

主

、

主

一

司
Z
℃

刊

号

年

の

己

主

一

あ

り

ま

せ

ん

。

一

一

と

の

運

働

は

、

年

末

を

控

え

て

、

恵

川

市

欝

鞠

銃

撃

併

す

離

密

輸

麟

ご

一

J
i
l
-
-
J二
l
l
[
[
|
一

2
5

一
向
町
田
町
、
保
護
者
が
一
ま
れ
な
い
人
々
に
明
る
い
正
月
を
す
ご

山

間

鱗

鱒

鱈

鱗

叫

鱗

ゎ

離

い

ぐ

調

謙

一

甘

い

一

一

一

老

人

健

診

査

を

実

施

一

日

間

目

立

国

語

祝

日

告

訴

一

七

日

間

日

号

の

則

一

麟

麟

鱗

盤

機

繍

鱗

鱗

鞠

い

麟

轍

綾

繍

勝

判

断

Jr唱し
一

士

豆

一

干

一

日

ま

で

一

日

誌

話

時

医

一

の

詰

幻

自

日

h
h推
薦
調
一
ま
守
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
レ

麓

鶴

麟

麟

鶴

舞

横

山

正

一

一

)

一

二

韓

議

関

長

小

論

議

所

一

千

三

百

人

一

一

診

査

を

要

す

る

方

に

つ

い

て

は

、

老

一

警

な

ど

号

選

考

委

員

会

で

審

査

し

長

一

大

州

市

社

会

信

祉

協

議

会

鶴

鱗

機

盤

機

鱗

機

関

私

饗

野

繍

麟

都

総

翻

dmm百
五
以
降
一
市
内
に
住
居
を
有
す
る
、
六
十
五
歳
一
健
康
な
老
人
の
方
で
も
こ
の
機
会
に
一
人
医
害
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
一
震
補
者
を
決
定
し
ま
す
。
一
大
洲
市
共
同
募
金
会

鱗

麟

機

麟

麟

麟

鱗

内

科

十

一

J

鰯
鱗
鱗
磯
川
町
一
似
は
、
一
一
十
二
以
上
の
方
々
の
健
康
需
の
た
め
、
十
一
健
康
章
受
け
る
さ
つ
に
し
ま
レ
ょ
一
保
険
証
主
人
医
療
費
受
給
者
証
を
一
言
語
喜
吉
田

ZEE5ZEi呂田国】
SEE-553墨田
i
E昌弘
亘
書

EF

麟

麟

麟

鱗

鱗

鱒

麟

麟

麟

鱗

(

一

一

¥

恥

鱗

鱗

繍

繍

鱗

勝

一

夜

団

体

の

十

二

一

一

月

=

干

一

日

ま

で

老

人

健

康

秒

査

を

一

ぅ

。

一

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

一

帆

難
鴻
問
翠
議
議
饗
灘
網
溺
轍
織
機
株
一
ー
品
川
γ

臨

機

麟

麟

欝

機

議

鱗

騨

欝

;

ぷ

月

末

現

在

申

一

行

っ

て

お

り

表

す

c

一
な
お
、
満
七
十
歳
以
上
の
方
で
精

E

l

l

-

F

会

選

で

す

き

パ
ト
ト
ト
ト
ト
い
同
岡
下

H
i
l
t
-
h
u
u
u
l
U
j
i
j
i
-
1
一

診

査

を

受

す

ら

れ

る

官

、

保

険

証

と

一

五

大

学

生

募

集

而

号

。

が

用

総

ー

!

-

U

L

一

万

ザ

十

一

}
'
J

す

と

利

議

上

田

宗

良

市

木

大

田

親

志

大

竹

向

井

ミ

ス

カ

老

人

医

療

襲

撃

を

と

持

参

く

だ

さ

一

市

教

育

委

員

会

で

は

、

昭

和

五

十

年

五

九

一

う

υ

ま
ζ

を

協

須

藤

寿

徳

森

有

友

正

子

H

井

上

主

い

o

-

度

の

奨

学

生

の

霊

を

い

た

し

ま

す

。

一

山

泣

い

仇

泊

目

槻

進

(

平

野

旭

区

〕

(

大

川

旭

区

〕

山

岡

秀

子

受

診

方

法

な

ど

次

の

と

お

り

で

す

。

一

ご

希

望

の

か

た

は

、

在

学

す

る

学

校

叩

官

伊

ん

り

も

票

西

一

市

寸

推

福

山

勝

右

河

直

子

大

森

保

男

一

三

対

象

者

τ手
続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

耐

月

九

制

お

都

心

持

霊

言

語

重

夫

久

保

政

矩

大

州

市

内

に

居

住

地

を

有

す

る

六

十

一

一

、

貸

与

す

る

額

万

'

閉

ま

リ

ご

義

い

在

日

u
f

東

文

道

西

野

清

友

〔

=

一

善

地

区

〕

主

歳

以

上

の

者

在

会

福

祉

施

設

の

一

毎

月

高

校

二

、

00白
一
肌

U
V
し
U

U

制

泊

、

不

仇

ド

佐

々

木

フ

ヂ

子

栗

田

初

子

夏

香

代

子

2
5
3
一
県
内
大
学
四
、

8
0円
一

同

県

富

一

江

崎

で

疋

判

明

量

産

華

道

子

宮

登

一

一

、

重

期

日

一

県

外

大

:

、

0
8円
可

愛

援

が

後

嗣

際

合

技

市

〔

南

久

米

地

区

〕

西

山

襲

撃

高

義

昭

和

四

十

九

年

十

一

月

百

か

ら

十

一

で

無

利

子

で

す

。

両

以

男

知

山

間

舟

の

て

と

域

州

藤

間

シ

ズ

エ

神

ノ

倉

末

広

中

野

ミ

サ

子

二

月

三

十

一

日

ま

で

。

一

二

資

格

而

訴

も

亡

日

明

日

糾

臥

h

内

件

対

土

居

貞

雄

〔

柳

沢

地

区

〕

〔

八

重

地

区

〕

三

、

医

療

機

関

一

①

高

校

、

大

学

ま

た

は

高

専

に

進

学

而

耳

Z
"〉
挙

日

6
時

裂

に

い

即

よ

i

垣

内

一

一

則

新

川

護

霊

義

範

而

:

正

時

一

一

川

町

一

f
u聖
一

釦

会

大

谷

寿

盛

崎

岡

富

夫

菊

池

安

子

川

日

そ

掬

1
-
1
午

川

こ

な

空

h
h
同貝

横

手

安

天

井

上

要

喜

八

千

代

剛

票

こ

餅

K
抗

日

A
討

動

接

金

野

茂

敬

平

(

合

栄

満

子

西

山

邦

善

M
m
u
z
同

1
1
1
1
慌

加

、

は

で

〉

措

〔

菅

団

関

〕

武

司

時

詩

碑

コ

均

一

肘

パ

川

町

引

即

時

諮

問

山

間

一

一

露

常

〔

新

種

区

〕

〔

上

須

戒

地

区

〕

M
mみ
前

告

投

投

間

投

挙

ぎ

る

市

録

時

時

ム

九

九

時

品

一

位

t

間

0
0
0
肝

州

吉

田

善

子

仲

間

武

夫

政

所

サ

ヲ

エ

問

3期固定資産税効果;の線議t

研

修

活

動

始

ま

る

民
生
委
員
決
ま
る

十
二
月
一
日
改
選
に
よ
り
新
し
い
民

生
委
員
(
児
章
委
員
)
八
十
一
名
が
厚

生
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

民
生
委
員
(
児
童
委
員
)
は
地
域
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
増
進
に
、
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
に
な

っ
て
い
た
だ
く
万
で
す
。

お
気
軽
に
、
も
よ
り
の
委
員
さ
ん
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
(
児
童
委
員

)
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
犬
訓
旭
区
〕
氏
名

平
井
繁
義

平

田

弘

磯
崎
嘉
一

品
田
義
明

車

政

雄

渡
部
み
ね
子

中武罵篠宮大太米武魚北弘白新歌上中出
国田山浦岡野田沢智谷林岩君 原甲岡淵
伊謙 フヨー ミ

武芳佐太友満清サ雪栄シ 重霧 実政ユ
雄朋夫貝E陸子広ノ子作カ恵之春栄雄雄キ

中高阿西柏

村山蔵奇木
，riE，， 

住
所
大

洲

西
大
洲

柏

木

田五

口 民日

野

田

黒野稲長梅北
佐
木来積谷川只

菅

回

宇

津

平

f也

森

山

蔵 ]議成

1[[剖 J[[ 官告

田藤誠j

処縄沢

新

谷" 

" 

正
確
た
判
断
力
と

体

力

づ

り

オ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
県
民
大
会

恋喜
多タ"
*山

多事ヂ春

田山賀

八
多
賞
百

ん
グ

ん
ゲタ

米

津

手

成

市
選
挙
管
理
委
員
会

自
治
大
臣
よ
り
表
彰

上
"ヂ須
戒

こ
の
た
び
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
自
治
大
臣
よ
り
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

乙
の
表
彰
は
、
第
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
あ
た
可

り
、
選
挙
の
適
正
な
管
理
と
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
努

め
た
乙
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

// 



(2) 日20 
つ》周一、

ぷ ';_J"

，寸
号、 J 

老
人
交
通
安
全
推
進
員
誕
生

昭和 49年 12月
九.品、事院ほ三干狩捗輔アζ

第

幻

同

成

人

式

第 226号

危
険
が
い

っ
。
ま
い

子
供
の
自
転
車
乗
り

て
車
が
混
雑
し
て
危
険
で
す
。
幼

児
、
小
学
生
の
低
学
年
は
、
と
く

に
路
上
で
の
自
転
車
乗
り
を
さ
せ
な

い。
寸
路
地
お
よ
び
車
が
停
車
し
て
い
る

前
う
し
ろ
か
ら
の
と
び
だ
し
を
さ
せ

な
い
。

ニ
、
冬
休
み
中
に
お
貯
る
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
い
明
る
く
楽
し
い
、
年
末
、
年
始

を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定

事

メ

モ

農

揚
げ
餅
の
野
菜
あ
ん
か
け

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
の
あ
る
揚
げ
餅

の
野
菜
あ
ん
か
け
を
ど
紹
介
い
た
し
ま
す
。

(
四
人
前
)

材

料

餅

八

個

豚
肉
百
グ
ラ
ム

白
菜
四
分
の
一

ニ
ラ
十
グ
ラ
ム

人
参
五
十
グ
ラ
ム

ニ
ン
ニ
ク
一
か
げ

作
り
方

し
お
餅
は
一
セ
シ
チ
隠
に
程
-R
く

切
り
ま
す
。
豚
肉
、
白
菜
、
人
参

は
四
、
五
セ
ン
チ
の
線
切
り
に

レ
、
ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
は
、
み
じ
ん

切
り
に
じ
ま
す
。

。
向
ま
ず
、
お
餅
を
揚
げ
ま
す
。
油

は
天
ぷ
ら
油
で
す
が
一
、
二
度
使

っ
た
く
ら
い
の
ほ
う
が
、
お
い
し

そ
う
な
色
が
つ
い
て
い
い
よ
う
で

す。

天
ぷ
ら
の
と
き
く
ら
い
の
潟
度

に
し
て
、
二
度
に
分
け
て
揚
げ
ま

す
。
や
わ
ら
か
く
な
る
と
、
上
げ

て
、
な
る
べ
く
さ
め
な
い
よ
う
に

し
て
お
き
ま
す
。

丸
ナ
ベ
に
油
を
大
サ
ジ
二
杯
と
っ

て
熱
く
し
、
ニ
シ
ニ
ク
と
肉
を
入

れ
て
い
た
め
ま
す
。
肉
の
色
が
白

く
変
わ
り
ま
す
と
、
し
よ
う
油
を

大
?
ジ
二
杯
と
、
化
学
調
昧
斜
少

々
加
え
ま
す
。
火
は
強
火
で
す
。

肉
に
昧
を
し
ま
す
よ
う
に
し
ば

ら
く
い
た
め
て
か
ら
、
人
参
を
入

れ
、
白
棄
を
入
れ
ま
す
。
つ
づ
い

て
、
塩
を
茶
サ
ジ
す
り
切
り
二
分

の
一
杯
と
白
本
酒
大
サ
一
ど
一
杯
入

、¥鳴門

一
口

文
政
三
年
二
月
日

銘

岡

本

隆

国

一

口

文
政
三
年
二
月
日

西

尾

英

樹

企
作
者
の
隆
国
は
大
洲
藩
お
抱
え
刀

義
岡
本
家
重
ハ
代
で
安
永
=
一
年
(

一
七
七
四
)
閤
畳
の
長
男
と
し
て
生

れ
、
は
じ
め
は
父
に
技
を
学
び
、
寛

政
五
年
(
一
七
九
一
ニ
)
大
阪
の
名
匠

尾
崎
源
五
右
門
助
隆
に
入
門
し
ま
レ

た
。
寛
政
七
年
に
藩
か
ら
正
式
に
刀

器
を
仰
せ
付
げ
ら
れ
、
越
え
て
十

年
滞
命
に
よ
っ
て
薩
州
鹿
児
島
、
伯

脅
守
平
朝
匡
正
良
方
へ
稽
古
の
た
め

出
向
き
、
国
暗
躍
惜
し
ま
レ
た
が
、
こ
れ

に
満
足
せ
ず
更
に
江
戸
に
上
っ
て
、

当
時
の
巨
匠
水
必
子
正
秀
の
門
に
は

い
り
、
と
の
道
の
う
ん
奥
(
う
ん
お

う
)
を
極
め
ま
し
た
。
弘
化
二
年
(

一
八
四
五
)
七
十
二
歳
の
生
涯
を
閉

じ
田
Y
口
本
番
寺
墓
地
に
朝
刊
ら
れ
ま

し
た
。

A
A
万
は
同
匠
遺
作
中
で
も
い
最
優
秀

で
美
し
い
了
字
(
ち
ょ
う
じ
)
乱
れ

の
刃
文
と
い
い
、
精
錬
さ
れ
た
揺
鉄

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

万

銘

隆

国

れ
て
、
い
た
め
ま
す
o

A
h

自
認
が
し
ん
な
り
し
で
き
た
ら

お
湯
を
カ
y
プ
一
杯
半
さ
レ
て
、

ニ
一
フ
を
入
れ
ま
す
。
煮
立
っ
て
き

た
ら
昧
を
み
て
、
も
の
足
り
な
い

よ
う
で
し
た
ら
、
レ
ょ
う
油
で
加

減
し
て
く
だ
さ
い
。

乙
乙
へ
、
片
栗
粉
大
サ
ジ
一
杯

を
倍
量
の
水
で
と
い
て
ま
ぜ
、
と

ろ
み
を
つ
け
ま
す
。
あ
れ
ば
ゴ
マ

油
を
茶
サ
ジ
一
杯
ほ
ど
入
れ
て
、

香
り
を
つ
け
ま
す
。
乙
の
ア
シ
を

い
た
だ
く
前
に
、
揚
げ
た
も
ち
の

上
に
か
け
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所 所

有
者

脇
差

待
望
の
み
か
ん
狩
り

会
、
そ
の
他
の
集
会
な
ど
の
場
に
お
い
一
〔
菅
田
〕

ニ
て
、
道
路
の
正
し
い
歩
き
方
、
信
与
の
一
マ
矢
野
正
之
マ
矢
野
寿
春
マ
青
木
繍

で
見
方
な
ど
積
極
的
な
交
通
指
導
を
行
い
一
衛
マ
中
野
義
満

一
老
人
自
ら
の
手
で
交
通
事
故
防
止
を
は
一
〔
大
川
〕

一
か
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
と
と
一
マ
古
谷
勢
馬
マ
沖
回
米
生
マ
大
門
常

一

に

な

り

ま

す

。

一

勝

マ

宮

川

一

一
市
民
の
皆
さ
ん
も
老
人
の
事
故
防
止
に
一
〔
柳
沢
)

一
円
」
協
力
く
だ
さ
い
。
一
マ
山
本
頼
光
マ
塚
本
秀
夫
マ
山
本
松

一
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
一
衛
マ
三
浦
利
章

老
人
の
交
事
故
防
止
対
策
の
一
環
一
当
日
は
大
制
川
市
長
を
は
お
、
奇

τ誌
に

、

市

内

五

十

人

の

老

人

ク

一

フ

乙

で

す

。

一

〔

新

き

と
し
て
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
五
一
妻
署
長
、
衣
暴
露
出
席
し
、
旦
会
長
が
「
推
進
員
」
と
な
り
、
乙
の
主
〔
大
開
〕
一
マ
山
富
雄
マ
久
保
田
寿
太
郎
マ
竹
尾

十
人
の
方
々
に
、
老
人
交
通
雲
推
進
一
上
村
上
大
洲
市
長
官
、
推
進
員
一
人
一
置
が
中
心
と
な
っ
て
、
毒
事
故
防
一
マ
笹
山
勅
号
小
島
正
通
芸
者
一
弥
次
マ
簡
素
星
雲
寺
平
田

の
た
め
と
語
願
望
っ
と
と
と
な
り
、
そ
一
一
人
に
委
嘱
苦
手
渡
し
ま
し
た
。
一
止
に
取
組
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
一
満
マ
井
上
{
韮
マ
大
中
保
夫
マ
梅
岡
八
一
熊
衛
マ
棄
毒
薬
岡
清

の
皇
委
嘱
要
式
殺
章
十
±
一
百E月旦干
王
百
日
具
大
州
製
市
主
一

J老人
金
焚
霊
通
妻
安
全
議
推
鴇
責
員
需
制
霊
度
雲
は
、
老
主
一

J現霊
在
の
妥
交
量
故
苦
は
、
全
国
富
的
に
盆
旦
百
雇
蔵
マ
斉
村
葬
算
芥
芥
蓄
一
伊
伊
久
議
馬
マ

Z石村
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中
央
公
開
館
で
行
い
ま
し
た
。
一
人
を
い
た
ま
し
盗
事
故
か
ら
守
る
十
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
わ
い
立
場
に
一
里
零
習
元
一
幕
星
写
河
一
マ
富
永
安
吉

あ
る
葬
者
、
と
く
に
老
人
と
子
笠
原
異
マ
長
岡
隆
寺
高
審
一
〔
八
多
喜
〕

の

突

事

故

は

、

増

加

の

傾

向

に

あ

乏

〔

平

野

〕

一

マ

毛

利

盛

考

委

筆

郎

マ

都

築

乙
と
か
ら
、
と
の
制
度
の
活
用
は
、
一
マ
山
本
見
マ
梶
原
宗
茂
マ
白
石
泰
吉
一
長
義

大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
一
〔
南
久
米
〕
一
〔
上
須
戒
〕

す

。

一

マ

往

回

進

マ

上

富

士

島

マ

菊

地

茂

一

マ

政

所

篤

雄

マ

上

回

惣

太

郎

マ

成

岡

と
の
推
進
員
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
例
一
道
マ
藤
本
竹
雄
マ
崎
野
利
秋
マ
上
野
伝
一
康
男

員進

1
1

4

出

ょ

う

。

-

な

お

、

ハ

シ

タ

l
大
会
が
と
の
ほ
ど

出

目

く

わ

し

い

ζ
と
は
、
市
民
課
へ
お
た
一
行
わ
れ
、
大
洲
ハ
ン
タ
ー
ク
ラ
プ
代
表
一
副
松
山
内
羽
山
引
制

担

郷

一

Zく
ほ

川

い

1

1

1

一
鎌
田
玄
氏
を
そ
の
収
穫
品
の
「
き
つ
体

E眠
、
の
怠
・
憲
診
療

状

一

善

意

の

基

金

比

一

じ

な

ど

六

点

」

を

寄

贈

受

け

ま

し

た

の

一

嘱

一

一

で

、

大

測

幸

楽

園

と

犬

訓

育

成

園

へ

贈

一

時

一

お

礼

一

り

ま

し

た

。

一

日

沼

中

去

病

院

④

4
1
5
1

諒

一

士

一

月

古

か

ら

昭

和

五

十

年

一

月

一

次

の

方

々

が

社

会

摂

祉

事

業

の

た

め

一

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

一

リ

川

町

午

わ

よ

り

チ

附

一

目

幻

自

軒

町

駅

間

炉

問

問

二

五

倍

と

い

う

大

幅

な

引

き

上

ア

2も
改
定
し
な
7
れ

ま

な

り

ま

せ

ん

。

一

に

、

ゃ

く

だ

て

て

く

だ

さ

い

と

ま

と

こ

一

相

談

ご

と

案

内

一

大

器

④

2
1
5
1

た

一

一

-

L

』

、

日

一

ろ

銀

行

へ

預

託

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

1
月
1
日
大
洲
病
院

大

一

す

。

一

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

国

畏

年

金

の

保

晴

子

万

入

し

一

三

十

万

円

(

重

一

返

し

)

一

交

通

事

故

相

談

日

7

2日
中
央
病
院
④
4
ぢ

f

村

一

と

く

に

、

年

末

、

震

に

か

げ

て

は

一

ま

た

、

物

価

の

変

動

に

応

じ

て

、

年

一

試

問

討

吋

紅

町

九

日

一

大

州

市

書

一

1
月
叩
目
印
時

i
m時
才

3
日

ヂ

ヂ

一

車

の

混

雑

が

予

想

さ

れ

、

ま

た

、

各

学

一

金

の

額

を

自

動

的

こ

変

え

る

し

く

み

を

一

一

一

布

市

役

所

別

館

会

議

室

一

一

一

り

も

-

u

一

一

高

い

年

金

受

け

る

た

め

に

希

望

し

て

一

喜

三

郎

一

人

権

相

談

日

一

ヂ

η日

9

9

吉

宗

み

と

な

り

子

供

の

交

通

事

故

『

『

一

と

入

手

「

年

金

額

の

自

動

ス

フ

イ

-

加

入

す

る

「

附

加

保

険

制

」

が

あ

り

ま

一

五

万

円

(

香

典

返

し

)

一

1

0
日

m
l
m

一

一

が

議

さ

れ

ま

す

。

一

国

民

年

金

は

、

み

な

さ

ん

の

老

後

の

一

充

実

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

否

」

力

、

昭

和

四

+

九

年

九

月

に

、

一

す

。

一

一

月

2

時

時

一

ヂ

目

白

書

会

④

5
1
0
1

一
各
家
庭
で
は
、
次
の
乙
と
に
皇
室
の
安
定
君
、
病
気
や
ケ
ガ
を
一
国

i
f、老
齢

年

一

は

お

て

実

施

さ

れ

十

六

一

%

増

一

そ

の

う

で

基

本

(

定

額

)

五

大

品

開

一

器

量

i祉
一

撃

時

円

相

作

時

ハ

時

一
て
年
末
、
年
始
の
事
故
防
止
を
図
っ
て
一
し
た
と
き
な
ど
に
、
そ
の
後
の
生
活
を
一
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
が
あ
一
額
さ
れ
ま
し
た
。
一
は
、
昭
和
五
十
年
一
窓
辺
れ
ま
で
一
一
一
千
八
百
円
一
品
ご
と
製
日
一
削
劇
団
附
剛
山

一

く

だ

さ

い

。

一

守

る

た

め

の

も

の

で

す

。

一

り

ま

す

が

、

乙

れ

ら

の

室

語

、

ζ

一
こ
の
よ
う
に
、
年
金
額
の
引
き
上
げ
一
の
月
額
九
百
円
草
百
円
;
定
さ
れ
一
(
お
い
の
平
祭
の
謝
L
一

1
月
刊
日
日
時
f
m

旦
除
暇
帽
脚
仙
明

一

二

三

れ

か

ら

、

案

、

年

始

に

か

け

一

そ

議

室

)

の

内

容

は

年

?

と

四

十

九

年

一

月

)

の

一

月

に

約

一

な

ど

の

改

善

号

た

め

に

は

、

保

険

一

時

五

時

滞

在

、

四

一

を

)

」

当

υ

|

需
劃
i
恥

=

保

険

斜

を

納

め

忘

れ

た

り

し

ま

す

と

一

平

野

町

子

供

会

一

，

2
1

ィ
一
小
峰
創
作
章
話

一

一

一

;

一

旧

大

洲

公

会

堂

内

笠

看

社

一

国

民

の

習

と

レ

て

成

人

の

日

が

制

一

士

一

月

十

日

ご

ろ

本

人

あ

て

実

内

状

一

一

せ

っ

か

く

の

年

金

の

権

利

に

結

び

つ

か

一

ま

ご

と

ろ

銀

行

へ

霊

の

基

金

心

力

一

霊

会

事

務

室

一

ー

や

せ

牛

物

語

(

掠

鳩

十

)

定

さ

れ

、

と

の

日

に

成

人

式

が

行

わ

れ

一

秒

差

し

あ

げ

ま

し

た

の

で

全

員

ご

出

席

=

な

く

な

り

ま

す

の

で

、

納

期

限

ま

で

に

一

ら

感

謝

申

し

上

ア

ま

す

。

一

一

2
ジ
ガ
イ
の
指
が
な
る
と
き
(
寺
村

-

=

-

}

一

家

庭

児

童

相

談

日

一

3
ひ
ば
り
団
地
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

る

事

足

っ

て

、

今

回

で

二

十

七

回

一

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

い

た

レ

ま

す

。

二

常

日

一

4
月
の
出
村
の
夏
休
み
(
那
須
)

目

を

む

か

え

ま

す

。

一

万

一

、

士

亘

一

+

日

ま

で

に

案

内

市

福

祉

事

務

所

一

5
小
さ
な
キ
ツ
奈
や
っ
て
く
る

き

た

る

五

+

年

一

月

十

一

れ

日

に

は

、

一

状

が

届

か

な

い

か

た

は

、

公

同

館

、

ま

巴

6
お
り
ん
ぽ
ま
つ
り
(
武
川
み
づ
え

市
内
の
新
し
く
成
人
さ
れ
た
か
た
が
た
一
た
は
市
教
育
委
員
会
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ

7
地
の
底
へ
行
く
ん
だ
(
杉
山
径
一

を
市
民
会
館
に
お
招
き
し
、
記
念
式
典
一
ぃ
。

8
パ
イ
が
と
ん
が
り
焼
け
る
と
き

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
シ
な
ど
の
行
事
巻
盛
一
な
お
、
当
日
の
服
装
は
自
由
で
す
が

9
ア
l
コ
も
転
校
生
(
宮
川
ひ
ろ

大
に
行
い
、
成
人
に
な
っ
た
と
と
ぞ
自
一
あ
ま

η華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本
人

m
つ
ば
き
屋
敷
の
ひ
み
つ
(
菊
地
正

号

、

問

主

義

と

う

と

す

義

人

は

も

と

よ

り

家

庭

の

み

な

さ

ん

あ

と

日

オ

リ

一

歩

通

り

の

な

か

ま

た

ち

ロ
海
の
と
う
も
り
が
さ
(
香
川
)

た
ち
を
心
か
ら
祝
い
励
ま
す
と
と
に
い
一
協
力
く
だ
さ
っ
て
、
も
ち
あ
わ
せ
の
服

名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ

た
レ
て
お
り
ま
す
。
一
警
察
る
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

1
赤
毛
連
盟
(
コ
ナ
シ
ド
イ
ル

今
回
の
該
当
者
は
昭
和
二
十
九
年
中
一
ま
た
、
家
庭
や
職
場
で
も
、
新
レ
い

2
ぷ
な
屋
敷

(

h

y

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
現
在
市
内
に
居
一
成
人
者
そ
祝
い
励
ま
し
て
く
だ
さ
ふ
よ

3
銀

星

号

事

件

(

タ

住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
一
う
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
盗
ま
れ
た
秘
密
文
書
(
砕

い

る

人

で

あ

り

ま

す

。

一

市

教

育

委

員

会

5
お
ど
る
人
形

(
H

は
秩
空
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
澄
み
き

っ
げ
て
お
り
、
反
り
、
恰
好
、
姿
、

身
巾
適
度
で
ま
さ
に
備
前
物
を
初
併

(
ほ
う
ふ
つ
)
さ
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
A
脇
差
は
前
記
の
刀
と
伺
年
月
の
裏

銘
が
あ
り
、
お
そ
ら
兵
竪
打
ち
の

一
一
腹
物
(
ひ
と
乙
し
も
の
、
大
小
そ

ろ
い
)
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
し

ょ
う
。
刀
が
備
前
物
そ
っ
く
り
で
あ

る
の
に
対
し
こ
れ
は
相
州
伝
に
の
っ

と
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
刀
、
脇

差
と
も
に
際
国
四
十
八
歳
の
円
熟
期

の
作
で
、
備
前
伝
、
相
州
伝
と
打
ち

分
け
、
各
々
の
持
色
を
う
ま
く
活
か

し
て
一
気
に
打
ち
あ
げ
、
し
か
も
一

点
の
き
ず
も
見
出
せ
な
い
佳
品
は
県

で
刀
剣
二
点
中
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
郷
土
刀
匠
隆
国
を
偲
ぶ
に
は
最

適
の
代
表
作
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

日
市
教
育
委
員
会
H

第
十
四
回
駅
伝
大

大
洲
学
園
で
は
、
園
児
た
ち
が
楽
し
一
お
い
レ
そ
う
だ
な
」
、
「
と
乙
の
が
大
一
会
終
る

み
に
し
て
い
た
「
み
か
ん
守
り
」
学
さ
一
き
い
ぞ
」
・
:
お
い
し
い
み
か
ん
を
口
に
一
メ
コ

る
十
一
月
二
十
日
、
秋
の
遠
足
を
か
ね
一
い
っ
ぱ
い
ほ
う
ば
り
な
が
ら
、
網
の
袋
一
恒
例
の
大
洲
市
駅
伝
大
会
が
十
一
月

て
行
い
ま
し
た
。
一
に
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
、
と
て
も
う
れ
し
一
三
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
み
か
ん
狩
り
は
、
北
宇
和
郡
吉
一
そ
う
で
し
た
。
一
今
年
は
、
交
通
事
情
の
た
め
従
来
の

回
町
観
光
協
会
の
痢
待
を
受
け
、
園
児
一
学
園
に
と
っ
て
、
「
み
か
ん
狩
り
」
一
コ

I
ス
を
変
更
し
て
、
臥
龍
苑
を
申
必

六
十
二
名
と
職
員
が
肱
南
社
会
福
祉
協
一
は
初
め
て
の
と
と
で
、
好
天
に
恵
ま
れ
一
に
、
南
久
米
、
菅
田
を
折
り
返
す
、
一
ニ

議
会
の
好
意
で
準
備
さ
れ
た
パ
ス
二
台
一
た
と
の
圏
外
生
活
一
は
、
園
児
た
ち
の
必
一
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
l
ス
で
実
施

で
出
発
し
ま
し
た
。
一
の
中
正
い
つ
ま
で
も
楽
し
い
思
い
出
と
一
し
ま
し
た
。

み
か
ん
国
に
つ
い
た
園
児
た
ち
は
、
一
レ
て
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
午
後
一

一
一
回
に
色
づ
い
た
み
か
ん
を
見
て
、
「
一
大
洲
学
園
時
三
十
分
臥
龍
苑
前
を
中
学
校
十
チ
l

¥日

ム
、
高
校
七
チ
I
ム
、
一
般
ニ
チ
1
ム

と
大
測
体
協
ニ
チ
1
ム
が
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
し
て
健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
中
学
校
〕

優
勝
大
洲
北
中
A
1時
間
切
分
3
秒

二
位
新
谷
中

1
時
間
臼
分
日
秒

三
位
平
野
中

2
時
間
0
分
必
秒

〔
高
校
〕

優
勝
帝
京
第
五

A
1時
間
臼
分
位
秒

二
位
帝
京
第
五
B
2陣
問

1
分
2
秒

一
一
一
位
・
大
洲
農
A

2
際
問
3
分
7
秒

〔
一
般
〕

優
勝
徳
森
青
年
団
2
時
間
百
分
げ
秒

二
位
平
野
青
年
国
2
時
間
げ
分
M
秒

お
知
ら
せ

市
立
大
削
病
院
の
、
年
末
・
年
始
に

か
け
て
の
休
診
日
等
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
八
日
午
後
休
診

h
y

二
十
九
日
休
診

hv

三

十

日

ク

b
y

三
十
一
日
午
後
急
患
診
療

一
月
一
日
急
患
診
療

9
二

日

休

診

hv
三

日

ヂ



記洲市の期政
，057千円 歳入 L341， 581千円 歳出 L146，003千円

(歳出)予算額口 執行額図 (単位千円)

7 

!庸拡充 (Lし教窒)

老人健康手帳の交付)

リ予算r'r状況

よ
¥ 
臼総額

その{也
21，728千円
1.9% 

人('!'1';:

415，740 r-I'] 

1 扶捌

一殻会計(歳出)

大洲小学校建築事業

特 ~II 会計の状況
至自 昭和49年4月月 1日
昭和49午9Fl30日

国民健康保険 と 畜 場

予算現額 704.227千円 予算現額 1.280千円

収入済額 215.247 収入済額 156 

支出済額 244.124 支出済額 492 

差 51 ム 28.877 差 51 ム 336

閏保診療所 中111日且 泉

予算現額 26.173千円 予算現額 2.627千円

収入済額 3.400 収入 j済額 392 

支出済額 21.944 支出済事E 402 

差 51 ム 18.544 差 51 ム 10 

簡易水道 交通傷害保障

予算現額 14.442千円 予算現額 4.426千円

収入済額 2.038 収入済額 4.100 

支出済額 9.309 支出済額 4.027 

差 ヨ| ム 7.271 差 51 73 

農業共済 土地取得造成

予算現額 60.682千円 予算現額 5.967千円

収入済額 28.429 収入済額 103 

支出済額 18.702 支出済額 2.526 

差 51 9.727 差 51 ム 2.423

プノレドーザー 住宅改修資金貸付事業一

予算現額 4.016千円 予算税額 15.000千円

収入済額 2.876 収入済凋 990 

支出済額 2.241 支出済額 4.442 

差 ヨ| 635 差 百| ム 3.452

事業会計の状況
自昭和和49年年94月月 1 日
至昭 49fj09Y! 30日

氏分 ;;J( 近事業会計 国日宿舎事業会計 病院事業会計

(1)給水戸数 6，201戸 (1)収容能力 (1)病床数 170床

(21総配水量 1首 110人 (2)診療科

(一) 1 ，2 41 ，7 15 m' イ木 憩 200人
内科、外科、整形外科

E主婦人科、!友ふ泌尿器科
うち有収水量 (2)職員数 1人 理学診療科

959.846 rri 事務吏員 1人 ftR科 'H:;;争中)

有収率 (3)利用者数 耳鼻咽喉科(休診中)

(3)11，故員数 87人
刊→fι 77.3μ (イ)宿泊利用者

医師6人、看護婦51人
(3) 1口平均配水量 8，940人 医療技術員 9人

6，785 rri (ロ)休憩利用者 事務職員 12人
の

その他U)nrrl'員 9人
うh有収オて日 5‘756人

(4)患者数及び診療収入

概 5，245Ill 付入浴利用者
(4)職 貝 教 8人 29，651人

外 延患者数 36，514人

要
事務吏員 4人 来 3合時収入 74.893子円

技術吏員 3人 人 延患者数 30，615人
院 診療収入 179、333'fふ円ぞの他のJf''&R 1人
その他のいJ宇収入 4 ，503千円
l仁¥、 258.729千円

よ育 目 金額 項 日 金額 項 円 金額

千円 千円 千円
総収益 32，776 総収益 37，813 総収益 263，589 

(コ
損
営業収益 32，456 

f員
営業収採 37，548 

損
医業収益 258，729 

益 常業外収益 320 益 古業外収益 265 五t 医業外収主主 4，860 

経 計 総費用 23，501 言十 総費用 27，706 計 総費用 225，476 
資業費用 18，016 

算
営業費用 26，718 71→ r ず

医:'R'V1用 220，021 
界

J里 営業外費用 5，485 i:c'¥Z外費用 988 医業外費用 5，455 
量匹ヨヨヒ
当期純利益 9，275 苦 当期純利益 10，107 

書
当期純利主主 38，113 

の
千円 千円 千円

資本的収入 。
資
資本的収入 。 資本的収入 。

資 去ハウ1ご

:Ij( 
本 本 本

況 自守 資本的支出 3，940 i内 資本的支出 1，137 的 資本的支出 55，470 

~y. 
建設改良費 2，056 ~Ä !建設改良費 324 52，515 
企業債償還金 1，884 

支
企業債償還金 813 一5ζー 業債償i型金 2，955 

支



。財政状況¢公表
大洲市告示第34号

大洲市財政状況の公表等に関する条例および地方公営企業法

第40条の2の規定により昭和49年4月1日から昭和49年9月30日

まで(昭和49年度上半期)の本市財政状況および業務状況を次

のとおり公表します。

昭和 49年 11月 25日

大洲市長 村 清 士
口上

o人口
く〉 世帯数

o面積

3 8， 4 2 3人

1 0， 4 4 5世帯

2 4 0， 9 3km2 
(49.9.30現在〉

市有財産の状況
昭和49年9月30日現在

種 JJU 面 積 等 金 額

宅 地 381.025m' 184.186千円

山 林 2.962.120m' 45.982 

回 畑 13.790m' 387 

雑 種 地 8.157官官 45 

建 物 110. 388m' 1.546.573 

立 木 45.419nC 183.791 

財政調整基金 3.638千円
減 債 基 金 1.958 

土地開発基金 121.007 

その他特定目的基金 8.258 

出 資 金 22.793 

計 157.654 

ノA・1 {責 費 の 状 況
(1) 長 期 債 昭和49年9月30日現在

区分|借 入 先|得金| 現 債 高 1 I世帯当り額 1 1人当り額

l大 蔵 省 78 528.717千円 50.619円 13.760円

計般会
郵 政 省 32 300.687 28.787 7.826 

そ の 他 70 582.891 55.806 15.170 

計 180 1.412.295 135.212 36.756 

特 大 蔵
省 4 47.607 4.558 1.239 

会別計
郵 政 省 3 22.641 2.168 589 

そ の 他 1 14.167 1.356 369 

計 8 84.415 8.082 2.197 

A ιョ 計 I 188 I 1.496.710 143.294 38.953 

時借入金

区 分|借入先
|政府資金

財政調整資金|そ の 他
0手円。

同
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シ」税市

特別土地保有税
6，815千円
2.5% 
1世帯当り653円
1人当り177円

木材引取税
693千円
0.2% 
1世帯当り66円
1人当り18円

軽自動車税
15，027千円
5.5% 
1世帯当り1，439円

以主旦坦

昭 和 49年度 4 
上半期ノ1

一般会計予算の執行状況予算現額 3，432， 

(歳入)

4
 
8
 
5
 '
 

7
 

7
 
6
 
9
 ，
 

5
 

。1 17.313 

一般会計(歳入)

教育施設の整

社会福祉の充実(老

一般会計f.'l'別号

維持補修i~
19，221千円
1.7% 

生活環境施設整備事業


